
明

治

地

方

政

治

思

想

に

お

け

る

地

域

性

i
i
i
l
欝
森
大
間
流
の
「
第
ニ
維
薪
い
畿
・
「
東
北
人
士
」
論
を
め
ぐ
っ
て

i
i
l

一、
問
題
の
所
在
と
本
論
の
諜
籍

研
究
に
お
け
る

つ
の
盲
点
氏
、
人
々

l
と
く
に
被
治
者
の
鵡
の

人
々
ー
が
明
治
維
新
や
ど
う
評
揺
し
て
い
た
の
か
、
い
わ
ば
同
時
代
人
の
維
新

観
と
い
う
も
の
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
明
治
期
の

維
新
観
民
つ
い
て
系
統
的
認
め
と
づ
け
ら
れ
て
い
る

は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

『
王
政
援
古
』
維
新
説
と
は
異
な
る
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
批
判
判
的
な
立
場
の

維
新
観
を
、
・
:
:
:
:
維
新
の
可
能
粍
と
し
て
と
ら
え
た
と
き
、

に
創
出
さ

河

英

商

通

れ
た
明
治
天
皇
制
崩
家
と
明
治
維
新
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
け
、
そ
れ
ζ

そ
が
唯
一
無
一
一
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
み
て
構
成
さ
れ
た
乙
れ
ま
で
の
暁
治
維

、
大
き
な
度
省
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
治
維
新
史
は
、

ζ

性
広
授
点
を
お
く
ζ

と
に
よ
り
、
民
衆
記
と
っ
て
の
明
治
維
新
の
意
義

(↓ 

を
め
ら
た
ぬ
て
問
い
た
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
」

(
携
点
原
文
)

そ
し
て
、

「
『
正
h

の
提
点
」
行
口
「
王
政
復
古
」
維
新
観
を
核
と
す
る

に
批
判
的
な
「
吋

』
の
混
点
」
司
民
衆
の
挺
の
明
治
維
新
の
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『

q
h
}

と
ら
え
万
に
立
脚
し
た
明
治
維
新
研
究
を
提
起
し
て
い
る
の
だ
が
、
本
構
の
そ

チ
ー
フ
も
ζ

の
占
…
に
あ
る
。

同
時
代
人
の
批
料
的
維
新
観
と
し
て
出
さ
れ
た
の
が
い
わ
ゆ
る

二
維
新
」

論
で
あ
り
、
そ
れ
域
政
治
的
、
経
済
的
、
さ
ら
に
社
会
的
、
文
化
的
民
転
換
語
、

変
動
期
で
あ
っ
た
明
治

。
年
前
後
民
様
々
な
中
味
を
持
っ
て
噴
出
レ
た
の
で

め
る
。本

舗
で
は
東
北
地
方
の
大
国
間
結
派
の
主
張
1
脊
森
大
同
会
機
関
紙
「
東
輿

日
報
い

l

k
克
ら
れ
る

二
維
新
」

の
流
れ
を
め
と
づ
け
て
み
た
い
。

い
p

つ

地
方
の
大
関
探
の
主
強
を
素
材
と
す
る

一
つ
は
そ

』ま

ζ

に
「
叫
負
』
の
読
点
」
の
典
型
そ
求
め
る
ζ

と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
号
、
一

つ
に
地
方
社
会
で
の
大
同
団
結
運
動
の
論
理
背
景
を
政
社
鱗
領
・
境
約
レ
ベ
ル

誌
と
ど
め
ず
、
い
わ
ば
「
本
音
」
の
読
み
と
ち
が
可
能
と
思
わ
れ
る
地
方
新
聞

次
元
に
ま

降
し
て
検
討
す
る
乙
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
め
る
。

主
題
に
入
る
前
K
長
格
派
の
維
新
観
H

ニ
維
新
」

の

の
ま
と
め

と
、
東
北
民
権
採
・
大
同
派
の
場
合
の
論
調
を
概
離
し
て
お
き
た
い
。
問
中
論

な
に
よ
れ
ば
、
民
権
一
郎
の
論
理
展
開
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

①
五
カ
条
饗
文
の
主
旨
が
、
国
会
開
設
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
維
新
の
志
向
と
民

権
運
動
の
志
向
と
が
一
致
し
た
形
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

@
被
治
省
と
し
て
民
衆
の
立

か
ら
、
維
新
の
巾
口
実
を
問
い
つ
め
る
鶴
屈
を
も

て〉
。窃

維
新
畿
は
明
治
政
蔚
践
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
階
級
的
矛
盾
の

↓
人
民
的
授
産
↓
専
制
的
政
府
事
ψ

明
治
維
新
観
へ
と
連
な
る
。

@
明
治
政
府
民
寸
前
日
ノ
改
准

』ょt

日
ノ
守
問
者
」
に
堕
レ
、
ム
ヴ
や
新

た
な

に
よ
る
「
改
進
主
義
」
の
実
行
が
要
議
さ
れ
、

の

「第

Am
」
と
し
て
の
民
権
運
動
が
詮
目
さ
れ
て
く
る
。

。
乙
う
し
た
視
点
は
、

こ
の
維
新
」
が
藍
史
の
必
然
で
あ
り
、
社
会
法
制

だ
と
す
る
ζ

と
で
変
革
論
理
へ
い
拡
化
し
、

「
人
民
改
進
ノ
度
目
一
連
ス
ル
ヲ
以
テ

維
新
ト
ス
」
と
い
う
「
、
氷
久
革
命
議
」
的
論
盟
を
内
包
し
て
く
る
。

民
権
派
の
「
第
ニ
維
薪
」
論
は
ζ

う
し
た
展
開
を
一
不
レ
て
、
明
治
二

0
年
代

に
第
一
一
の
維
新
を
要
す
る
の

に
入
っ
て
は
、
「
雑
新
の
大
業
半
ば
荒
廃
し
。

時
館
は
迫
り
時
い
と
し
た
蘇
一
峰
ら
平
民
主
義
者
の
維
新
観
へ
連
な
っ
て
ゆ
く
の

で
あ
る
。

次
に
東
北
民
権
採
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
よ
う
。
有
名
な
の
は
判
野
広

中
の

節
で
あ
ろ
う
。

「
予
は
規
氏
自
出
民
権
の
大
義
を
敷
き
、
公
議
政
体
号
建
設
す
る
の
必
要
を
認
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め
て
い
た
が
、
而
か
も
荒
れ
第
二
維
新
む
業
を
成
就
す
る
に
於
て
始
め
て
実
現

さ
る
る
の
で
み
る
と
信
じ
、
醗
来
熟
々
天
下
の
形
勢
を
鶴
、
第
ニ
維
新
は
、
東

北
が
其
の
中
心
力
と
な
り
其
の
精
神
骨
髄
と
な
っ
て
、
之
を
実
行
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
深
く
思
い
定
め
る
に
叢
っ
た
。

(
中
略
)
布
レ
て
自
由
民
権
の
大
義
を
弘

め
、
公
議
政
体
ぞ
建
設
す
る
事
が
畿
新
町
一
拐
に
発
せ
ら
れ
た
五
謹
条
の
御
饗
文

の
大
出
向
を
徹
援
す
る
所
以
で
み
っ
て
、
日
疋
れ
が
第
ニ
維
新
の
業
を
完
成
す
る
の

道
で
み
る
以
上
、
吾
人
は
欝
然
厳
記
し
て
、
東
北
人
に
党
謹
を
促
し
、
第
二
維

新
の
先
駆
を
為
さ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
が
予
の
敏
顕
詣
患
の
信
念
で
あ

P

小必
・
た
。
一

ζ

乙
に
は
、
十
五
カ

の
畿
底
↓
由
自
民
権
運
動
↓
公
議
政
体
建
設
、
と

い
ぷ
ノ

二
維
新
」
完
成
へ
の
一
般
的
介
抽
選
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
同
時
に
、



「
第

維
新
」
の
実
行
者
、
先
駆
者
と
し
て
東
北
人
士
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
択
の
記
事
に
も
西
南
人
士
を
対
置
し
た
「
東
北
人
士
」
論
が
見
ら
れ
る
。

フ
苔
信
州
人
士
ョ
、
機
ヲ
察
ス
ル
ノ
迂
ナ
ル
ヨ
ヲ
維
新
第

ノ

5を

ヲ
益
ス
ル
ノ
功
勲
ヲ
為
サ
ス
ト
難
、
這
ノ
第

一
一
ノ
革
命
ニ
際
ン
テ
ハ
立
ン
ク
奮
進
敢
為
ノ
貯
が
ヲ
擢
揮
ン

小必

ニ
程
テ
諸
国
人
士
ニ
後
ル
、
勿
レ
」

テ
八
、
其
本
文
ノ
力
ヲ
尽
シ

ヲ
誤
一
フ
ス
速

ζ

う
し
た
性
絡
の

二
維
新
」
論
は
、
大
同
団
結
運
動
期
に
現
実
的
様
相

を
帯
び
て
く
る
。

「
兎
も
角
も
大
同
団
結
の
本
拠
と
も
泉
擦
と
も
一
五
ふ
べ
き
も
の
は
東
立
の
地
方

ι在
り
。

久
志
く
東
北
の
地
に
讃
伏
レ
た
れ
ソ
レ
潜
勢
力
は
時
勢
の
必
要
に
趨
韮
さ
れ
て
一

種
の
火
談
を
噴
き
出
し
、
光
世
間
を
射
り
て
遠
〈
姶
襲
、
の
海
に
映
せ
り
。
去
れ
ば
将
来
大

問
題
結
託
於
て
牛
耳
を
鳥
取
る
培
、
必
ず
帝
京
北
の
有
志
家
な
る
べ
レ
、
一
間
レ
て
大
同
盟
結
が
天

『
守

e
}

下
の
大
勢
を
支
配
す
る
の
兆
候
あ
り
で
す
机
ば
、
東
北
将
来
の
命
運
も
亦
頼
レ
き
j
」

「
奥
羽
の
不
振
は

に
め
ら
ず
、
教
育
に
あ
ら
ず
、
交
通
の
便
否
に
は
勿
論

な
し
獅
唯
人
民
の
国
家
と
甚
相
縞
離
す
る
に
在
り
。

〈
中
略
〉
奥
羽
の
萎
撰
今

日
の
如
く
な
る
を
悲
ま
ば
先
ず
自
本
の
政
権
を
レ
て
其
分
配
ギ
簡
な
ら
レ
め
よ
。

〈

8)

の
鶴
子
に
着
け
」

設
党
内
関
の
実
行
と
共
に
奥
羽
入
も
遠
替
を
伸
し
て

つ
ま
り
、
東
北
人
士
は
お
い
て
は
、
来
る
べ
き

二
維
新
」
の
主
体
と
な

る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
当
面
の
大
同
団
結
連
動
の
成
功
i
v
政
党
内
閣
制
樹

立
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
東
北
員
権
献
の

二
維
新
」
論
は

し
く
地
方
的
利
害
と
窟
者
レ

て
い
る
あ
ま
り
苔
定
的
な
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
以
下
で
見
て
ゆ

く
論
理
展
開
北
治
う
て
言
う
な
ら
ば
、

一
般

ι

で
き
な
い
ば
か
り
か

ゐ
ら
た
な
問
題
提
起
を
も
含
ん
だ
も
の
で
ゐ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
め
る
。

一一、
青
森
大
関
派
の
論
理

大
同
会
機
関
紙
「
東
奥
日
報
」
の
維
薪
観
の
論
理
を
見
る
前

κ、
中
一
月
議

県
政
界
の
状
祝
を
簡
単
広
め
と
づ
け
て
み
る
と
、
自
由
詩
権
運
動
期
に
は
代
表

的
政
社
と
し
て
共
同
会
が
め
号
、
本
多
庸

-
菊
池
九
郎
*
榊
喜
洋
芽
・
問
中

耕

ら
を
中
心
と
し
て
、
東
奥
義
塾
を
拠
点
に

し
て
い
た
。
し
か
し
、
明

治

に
入
っ
て
、
課
守
派
の
拾
頭
、
東
奥
義
塾
へ
の
出
議
主
か
ら
の
嶺
助

金
の
打
ち
切
り
、
な
ど
で
活
動
は
窮
地
に
蒸
ち
入
り
、

六
年
共
同
会
解
散
後

は
、
民
権
原
の
政
社
は
弘
前
む
東
洋
回
天
社
の
み
と
な
り
、
主
活
動
も
菊
油
・

本
多
ら
が
東
奥
義
塾
の
経
営
維
持
の
た
め
お
こ
な
っ
た
新
開
発
行
ぐ
ら
い
の
も
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の
で
ゐ
っ
た
。
ま
た
、
県
会
に
お
い
て
も
目
立
っ
た
動
き
は
な
く
、
県
政
界
は

部
守
派
全
盛
時
代
の
騒
が
め
っ
た
。

ζ

う
し
た
状
況
に
再
び
民
権
運
動
の
縫
盛
を
も
た
ら
し
た
の
が
、

の
後
藤
象
二
郎
来
県
で
あ
り
、
時
を
同
じ
く
し
て
記
っ
た
「
無
神
経
事
件
」
で

ゐ
る
。こ

の
こ
つ
の
事
件
を
契
機
に
課
内
民
権
派
の
閤
で
、

一
大
政
社
を
組
織
レ
よ

う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
津
軽
地
方
そ
中
心
に
青
森
大
開
会
が
結
成
さ
れ
、

大
同
団
結
連
動
が
展
開
さ
れ
る
ζ

と
と
な
っ
た
。

「
東
網
開
日
報
」
は
、
青
森
大
同
会
の
機
関
紙
と
し
て
二
一
年
一
二
月
六
自
創

刊
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
県
下
唯
一
の
新
聞
で
め
っ
た
「
陸
奥
新
報
」
と
対
峠
す
る

〈

9)

ζ

と
に
な
る
。

「
東
奥
臼
報
」
に

一
一
維
新
」
論

「
東
北
人
士
」
論
が
流
れ
る
の
は
翌



一
二
年
で
あ
り
、
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

A 

明
治
ニ
二

一
一
月
三
日
〈
以
下
路
記
〉

「
東
奥
人
宏
氏

B 

2

・
wu
紅
説
「
弦
が
東
北
人
士
」

C 

4

・
同
社
説
「
東
北
会
及
び
東
北
人
士
い

D 

4

・
計
寄
書
「
我
が
東
北
人
士
に

EI 

7

・
2
社
説
「
東
北
人
士
め
費
任
L

E2 

7

・
8

Ea 

7

・4
同
右

E4 

咋
t

-

F

h

M

F 

7

・
幻
社
説

に
比
日
く
」

G
 
8

・
8
寄
書
「
東
北
団
結
論
」

G4 Ga G2 

由
0

・
6
問
右

C
0

・

守

a

8

・mw
同
右

以
下
、
内
容
脅
要
約
レ
て
み
る
と
、

内

A
〕

の
際
に
「
臼
持
以
北
の
人
士
」
は
「
天
下
の
大
勢
ほ
逆
ひ

d
時
地
誌
塗
れ

，i
』夕、，、

f・
D

「
第
一
一
の
維
新
と
も
称
す
可
き
国
会
開
設
い
誼
前
の
今

日
、
東
北
人
士
は

の
天
資
の

な
る
剛
勇
淳
撲
の
紫
骨
と
忠
烈
義
慣
の

思
硲
と
を
以
て
搭
強
奮
勉
相
ひ
劫
ミ
相
戒
め
時
を
待
ち
機
を
得
以
て
柳
か
平
生

の
素
志
を
達
レ
由
民
た
る
の
義
務
を
全
ム
レ
天
下
の
人
士
に
向
て
一
面
白
を
立

て
ん
」
と
撃
っ
た
。

土
」
は
東
奥
人
士
に
対
し
「
第
二
の
維
新
の
先

発
者
た
り
全
勝
者
た
る
の
権
利
」
を
与
え
て
お
り
、

広
代
て
程
る
者
に

東
輿
人
士
な
り
専
制
の
政
略
を
一
掃
し
て
自
由
の
制
度
告
断
行
す
る
は
東
輿
人

士
な
り
」
と
の
「
畏
箭
敬
慕
の

S
L
も
起
っ
て
い
る
。

門

召

〕東
北
人
士
は

本
金
間
中
間
直
濡
簾
な
る
勇
気
勃
々
と
し
て
一
事
に
当
号
屈

ま
ず
大
ば
為
す
あ
る
の
究
成
」
を
持
つ
が
、
反
対
応
「
都
人
士
」
は
{
J

軽

薄
商
発
」
し
、

「
九
州
人
士
」
は
「
如
才
な
き
兎
角
開
設
に
流
れ
易
」
い
。

維
新
の
擦
の
東
北
人
士
の
「
失
敗
」
な
る
も
の
も
「
天
賦
の
特
有
性
」

清
廉
〉
ゆ
え
の
失
敗
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
失
敗
」
も
「
却
て
今
日
立

〈
問
問
誼

悪
政
体
の
基
礎
を
臨
hv
る
に
輿
り
て
大
応
力
」
を
及
ぼ
し
、

「
第
二
維
新
」
を

前
ば
し
て
「
外
に
条
約
改
正
の
大
業
あ
り
内
に
昌
治
制
の
実
揖
国
会
開
設
の
大

事
あ
り
て
突
に
一
刻
千
金
と
も
い
う
べ

北
人
士
が
剤
誼
清
擦
な
る
気
概
あ
る
技
繍
号
一
本
す
べ
き
好
時
機
」
で
み
る
。

の
社
会
」
で
あ
る
今
日
乙
そ
「
東
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ま
た
全
臨
的
な
致
治
運
動
の

と
り
わ
け
九
州
地
方
の
大
問
団
結
運
動
は

熱
度
を
高
め
て
い
る
が
、

「
何
ぞ
東
北
人
士
は
之
れ
に
劣
ら
ざ
る
計
画
寄
せ
ま

る
、
余
輩
は
彼
の
不
親
切
な
る
軽
薄
知
才
な
き
人
々

を
在
右
せ
ら
る
L

を
欲
せ
ず
宜
し
く
我
が
鞠
車
清
廉
な
る
鵠
義
心
を
以
て
誘
導
す
べ
き
な
り
鳴
呼

我
が
東
北
人
士
よ
今
日
に
於
て
大
い
に
注
意
し
て
務
め
ず
ん
パ
正
義
も
邪
曲
の

為
め
に
庄
せ
ら
れ
剤
一
出
荷
擦
も
軽
薄
開
設
の
為
め
に
制
せ
ら
る
に
至
れ
ば
日
本

将
来
の
為
め
突
に

に
堪
し
ぎ
る
な
り
」

〔

C
〕
三
つ
や
中
央
集
権
の
が
宇
佐
排
斥
し
持
に
地
方
分
権
の
拡
張
を
計
る
持
」
で

あ
り
「
地
方
人
士
の
一

一
退
は
政
海
の
疲
謝
内
調
大
臣
の
一
史
迭
よ
り
も
政
祝

に
大
器
響
を
投
ぼ

有
様
で
あ
る
。

ζ

う
し
た
中
で
東
北
人
士
が
「
如
剖
な



る
主
義
自
的
を
以
て
前
途
多
事
頻
繁
な
る
政
事
運
動
を
為
さ
ん
と
す
る
や
註
昌

下
位
入
の

車
線
に
射
臨
し
居
思
」
で
あ
る
。
政
治
連
動
を
回
顧
す
れ
ば
、
民

議
期
は

じ
き
も
兎
角
封
建
割
拠
の
有
機
L

で
あ
っ
た
が
、

の
発
克
明
に

し
自
治
制
の
実
蕗
は
浴
し
将
民
盟
会

し
て
人
民
は
立
憲

代
議

に
与
ち
ん
」
た
め
は
は
「
益
々
団
結

ほ
し
以
て
東
北
人
士

の
本
分
を
全
ふ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

門

D
〕

「
藩
閥
の
弊
最
た
脱
せ
ず
し
て
殖
産
の
道
未
た
立
た

商
ハ
来
た
繁
昌

』ζ

な
い
「
天
下
の
大
勢
い
明
、
は
た
と
え
「
立
憲
の
緒
」
疋
つ
く
と
い
っ

て
も
安
心
で
き
な
い
。
今
後

の
強
弱
盛
衰
は
唯
人
畏
の
奮
発
担
問
」
に

か
か
っ
て
お
り
、
と
く
児
「
東
北
人
士
一
一
層
り
奮
発
」
が
期
待
さ
れ
る
。
乙
れ

ま
で
東
北
人
士
は

藩
人
の
為
め
に
酬
明
弄
せ
ら
れ
」

「
不
具
、
人
の
如

く
考
え
堂
々
た
る
国
家
の
大
教
に
も
拳
揺
す
る

さ
る
か
如
く
」
あ
っ
か
わ

れ
て
き
た
が
、

ζ

之
、

「
円
滑
な
る
大
運
動
を
始
め
一
方
広
は
頭
角
を

出
し
一
方
に
は
東
北
人
士
廿
余
年
の
耽
轄
を
雪
き
東
北
人
士
の
真
面
目
守
立
て

の
衰
運
や
挽
呂
し
尤
も
汚
識
せ
る
空
気
を
洗
掃
し
て
青
天
白
日
の
光
を
関

き
尤
も
・
頑
然
た
る
社
会
を

し
て
輿
論
の
社
会
と
な
し
公
平
の
社
会
と
な
レ

就
も
卑
屈
な

し
て
進
取
の
気
象
ぞ
養
ひ
東
北
人
士
の

を
し

を

て
千
秋

iま

の
!日

ら
し
め
た
い
。
そ
し
て
そ

』ζ

藩
人
士
第
一
維
新
に
功
名
誉
立
て
た
る
が
如
き
手
段
を
明
い
は
十
九
世
紀
の
道
理

社
会
民
無
用
な
る
の
み
な
ら
ず
其
目
的
を
還
す
る
能
は
さ
る
」
は

の
事
で

ゐ
号
、

「
ム
マ
告
の

に
よ
ち
て
其
手
段
を
施
」

は
結
進
的
の
改
革
な
れ
ハ

す
べ
き
で
あ
る
。

r、
一寸

人

に
牒
を
魚
ハ
す
」
と
い
う
諺
は
「
負
ふ
も
の
乙
そ
不
利
な
れ
負
は

す
者
に
段
て
は
都
合
よ

で
あ
る
は
ず
だ
が
‘
維
新
時
に
東
北
人
士
が
、

「
凡
て
の
額
難
憂
愁
」
ぞ
酉
曹
人
士
に
負
わ
せ
た
事
は
逆
に
「
其
糠
を
負
ふ
た

る
も
の
誌
楽
を
叡
ち
て
負
は
せ
た
る
者
は
苦
を
受
く
る
」
結
果
を
ま
わ
い
た
。

ζ

れ
は
由
な

で
は
な
く
「
彼
は
自
ら
働
仔
ち
彼
は
自
ら
糠
を
負
ひ
た
る
な

ち
我
東
北
人
は
徒
ら
に
之
を
傍
観
豊
福
山
せ
る
の

E
」
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
袈

に
は
勲
功
ゐ

ゐ
ち
我
に
は
之
れ
は
反
対
せ
る
汚
名
と
恥
辱
」
が
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
も
と
誌
と
一
一
一
一
口
え
ば

本
帝
思
む
臣
民
に
し
て
共
に

ふ
べ
き
の

責
任
あ
る
ほ
と
掲
は
ら
ず
其
の
負
ふ
べ
き
を
負
ハ
ナ
労
を
彼
に

ち
た
る
い
せ

い
で
あ
り
、

本
の
忠
臣
義
士
と
レ
て
為
す
べ
き
を
為
・
3
ず
行
ふ
べ
き
を
行

一例一

は
ず
一
に
彼
等
の

に
放
一
伍
し
て
大
難
断
定
の
待
問
に
加
は
ら
」
な
か
っ
た

ζ

と
に
よ
る
)
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
託
、

「
我
東
北
人
士
た
る
毛
の
は
其
良
心

よ
り
義
務
よ
り
し

れ
tζ 

の
報
副
酬
を
贈
く
ち
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ

の
報
醗
と
詰
「
第

の
維
新
郎
ち
明
年
よ
り
開
く
所
の
我
帝
国
議
会
の

よ
り
生
ず
る
「
大
国
難
L

を
放
任
せ
ず
自
ら
魚
ひ
、
西
期
人
士
に
「
関
散
な
る

趨
楽
地
L

を
与
え
る
ζ

と
で
あ
る
。

。，臼
〔

E
M
明
治
維
新
に
お
い
て
、
西
潜
入
士
が
懇
難
辛
苦
の
大
業
を
成
就
し
た
結
集
、

「
天
は
此
報
酬
と
し
て
彼
等
に
明
治
政
府
を
組
織
せ
し
め
た
り
日
本
の
行
政
を

し
て
復
等
の

し
め
た
り
」
が
‘

{，u
拐
久
し
き
を
経
る
時
ハ
必
ず
鴎

iζ 

る
人
間
の
智
識
も
亦
然
り
豆
つ
人
情
は
新
を
好
ん
で
出
を
悪

会
は
新
陳
代

諾
そ
欲
し
て
一
一
帯
一
物
号
、
水
続
す
る
を
欲
」
し
な
い
。

ζ

れ
は

で
あ



スM
O

に
わ
た
る
「
糠
」
負
担
に
よ
り
、
語
南
藩
閥
政
府
間
は
「
身
体
も
老
朽

せ
り
智
識
も
憐
敗
せ
り
精
神
も
疲
労
せ
り
」
、
さ
ら
に
東
北
人
士
は
「
岸
顔
広

も

の

に
羨
い
か
号
、

「
被
治
者
と
レ
て
護
長
藩
関

の

政
府
の
支
配
を
被
」
っ
た
が
「
其
悪
感
に
感
泣
し
て
之
に
報
謝
」
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、

「第

の
維
新
に

レ
自
ら
進
ん
で
耕
を
負
ひ
労

苦
を
寂
り
彼
等
vT
レ
て
最
も
公
正
な
る
手
段
を
以
て
静
か
に
逸
楽
mw
地
を
号
へ

mw
労
苦
に
代
」
る
に
と
は

に
段
り
て
の
最

で
あ
る
。

〔

h
u
〈
東
北
人
士
の
特
お
な
役
割
を
強
調
し
た
り
、

の
地
方
的
利
害
を
中
心

と
し
た
主
張
に
対
し
)

「
一
一
地
方
の
利
害
を
以
て
政
府
攻
撃
す
る
は
之
れ
私
関

な
り
私
怨
な

9
偽
飾
の
論
な
号
間
晒
の
説
な
り
」
と
す
る
批
判
が
あ
る
が
、

権

力
の

万
に
…
慨
し
地
を
議
し
て
人
を
用
ふ
る
ハ
間
家
の
為
め

7こ

不

策
」

で
あ
り
、
権
力
の
公
平
な
る
分
与
は
昌
家
の
円
滑
な
維
持
に
必
要
で
ゐ
る
。
ま

た
「
現
政
府
は
実
記
賢
明
な

を
以
て
紐
鑑
せ
り
現
政
府
の
施
政
は
愁
く

持
勢
に
通
レ

「
現
政
府
の
此
有
機
を
以
て
益
々
永
く

に
合
」
レ
て
お
り
、

持
続
せ
ら
れ
ん
ζ

と

望
し
て
止
ま
」
な
い
の
だ
が
、

「
天
道
は
循
壌
を
好

み
」
「
新
陳
代
謝
ハ
社
会
の
常
精
」
な
の
で
め
る
。

〔
弘
〕

ζ

の
政
権
循
環
論
、
新
棟
代
諮
論
に
対
レ
て
謹
閥
側
は
政
権
は

を
以
て

取
り
た
る
と
の
な
る
や
訟
で
血
に
非
さ
れ
ハ
決
し
て
渡
さ
ぬ
い
と
い
ろ
鮮
虫
主
義
で
い
る

が、

ζ

れ
は
時
節
柄
「
奇
々
佐
々
の

で
あ
り
、
薪
陳
代
議
論
ζ

そ
「
天

地
の
公
選
に
基
き
社
会
の
正
理
に
拠
い
る
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
「
公
道
正
理
」

に
背
く
現
内
閣
uu
コ
縄
開
政
府
」
は
「
其
策
略
万
針
一
定
せ

し
て
動
も
ず
れ

ば
四
分
五
裂
」
ず
る
状
態
で
あ
る
か
ら
「
第
一
一
維
新
む

に
際
会
す
る
に
当

り
て
は
別
記
新
内
認
の
組
織
を
注
文
せ
ざ
る
」
を
え
な
い
。

ζ

り
新
内
題
ζ

そ

「
国
民
を
代
表
す
る
」

「
責
任
内
閣
」
誌
の
で
ゐ
る
。
責
任
内
関
組
識
は
あ
た

り
東
北
人
士
は
「
彼
の
四
講
諸
藩
が
第
一
の
維
新
に
謹
遇
し
て
懇
難
悲
愁
を
甘

る
知
く
仮
令
彼
等
ハ
座
視
傍
観
す
る
も
自
ら
進
ん
で
糠
を
負
は
」
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
海
内
入
士
の
列
」
民
参
加

で
き
る
む
で
あ
る
。

ハ
F
〕

出
会
津
謹
諸
氏
が
組
織
レ
た

t
pる
も
お
の
主
意
は
「
隈
西
入
部
ち
謹

の
人
士
か
政
権
は
知
論
天
下
の
事
物
一
と
し
て
薮
等
め
掌
裡
に
帰
せ
さ
る

も
の
ハ

い
の
で
「
出
会
津
藩
人
士
の
忠
魂
義
賠
を
援
起
し
我
れ
取
て
以
て
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之
に
代
ら
ず
ん
ば
死
す
る
応
掛
か
す
い

「
戊
長
の
慢
を
報
せ
ず
ん
は
空
一
き
た
る

な
レ
」
と
い
う
ζ

と
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
主
義
信
的
は
「
大
砂
に
時
勢

に
反
対
せ
る
も
の
」
で
品
り
、

。
余
年
前
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
今
日
で
は
「
致

種
特
別
の
党
派
脅
樹
立
し
以
て
其
希
議
を
達
せ
ん
と
す
る

(

マ

噌

〉

は
恰
も
泰
山
そ
狭
ん
で
北
海
を
議
ゆ
る
の
類
」
で
あ
り
「
誤
晃
も
亦
蓄
し

党
の

に
於
て

「
有
害
物
い
で
あ
る
。
今
や
「
拭
踏
競
争
の
自
民
非
ず
し
て
智
識
競
争
の

で
あ
り
、

「
旧
模
農
守
む
天
地
に
非
ず
し
て
文
明
進
化
の
世
界
」
な
り
で
あ
る

て
編
小
φ
団
体
号
解
・
去
、
大
広
東
北
人
士
と
団
結
し
て

か
ら
豆
日
日
の
感
想

の
運
動
を
向
ム
レ
公
譲
輿
論
を
以
て
勝
争
政
治
社
会
に
制
ず
る
」
こ
と
に
努

め
ね
ば
な
ら
な
い
0

7
ご



議
会
を
控
え
て
の

は
政
党
の
組
織
で
め
る
が
、

の
独

立
安
謀
り
更
托

が
首
領
と
な
し
協
心
発
力
益
々

の
名
士
骨
撰
ん

出
結
を
堅
悶
は
し
山
富
進
勇
性
揮
ム

せ
し

東
北
護
運

に
制
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
験

レ
勉
め
て
務
を

ζ

れ
は
「
小
党
分
立
万
隅
割
拠
の
指
策
」
で
は
な
く
、

「
大
民
独
立

円の
G 2 
L.J 

な
の
で
ゐ
る
。

つ
夫
れ

つ
れ
ば
語
体
狭
く
首
韻
を
置
け
ば

使
な
ら
ず
宣
し

く
在
来
む
ま
ま
比
証
す
へ
し
」
と
の
批
判
も
あ
る
が
、

と
し
て
は
、

て
L

団
体
を
編
成

を
置
て
立
れ
そ
統
治
」
し
た
い
。
と
い

う
の
も
、

「
ム
つ
発
の
政
党
は
独
り
政
治
む

ず
の
み
な
ら
ず
日
れ
代
て

之
が
実
行
を
掌

め
退
て
ハ

mw
領
捨

と
為
り
之
れ
に
拠
て
立
て
東
北
の

し
以
て

が
多
年
計
画
せ
し

呂
的
を
成
就
せ
し
め
ま
る
可
か
ら
ぎ
る
の
必
要
を
惑
ず
」
る
か
ら
で
め
り
、

か
東
在
留
体
の
運
動
を
し
て

来
の
盤
に
放
任
せ
し
め
ば
単
に

の

援
を
な
し
其
勢
力
を
助
け
て
以
て
之
が
運
動
の
自
在
な
ら
し
む
」
ば
か
り
で
あ

サの
w

つ。プコ後藤
象

郎

κ
せ
よ
坂
語
一
退
勤
げ
仇
せ
よ
大
隈
重
信
に
せ

に
せ
よ
、

一-.
E 

の
問
胞
臣
民
に

な
し
と
難
も
一
は

の
人
に
し
て

は
九
州
肥
前
と
中
国
間
坊
の

で
あ
号
、
被
等
に
「
追
随
運
動
」

ζ 

と

iま

む
設
担

「
団
体
を
独
立
し
之
れ
に
東

ζ

と
と
矛
窟
ず
る
。

人
士
の
首
領

は
じ
め
て

の
控
面
詰
一
一
一
一
則
札
る
の
で
め
っ
て

組
人
士
の
旗
下
に

ζ

の
う
え
「
在
来
の
憾
に
放
任
し
ま
漢
た

り
議
記
に
附
て
活
路
運
動
し
以
て

「
拙
劣
卑
間
」
で
あ
ち
言
語
亙
主
の
控
論
」
に
す
ぎ
な
い
。

む
衰
運
を

挽
倒
せ
ん
と
い

以
上
の

も1

る
〔
A
〕
で
そ
れ
は

散
漫
た
る

て
四

を
整
理
し
て
み
る
と
、
第
一
の
論
壊
は
、
全
編
に
貫
徹

て

一
維
新
」
に
向
け
て
の
東
北
人
士
の
使
命
議
で
あ
る
。

と
り
わ
け

」
が
与
え
た

二
の
維
新

り
全

た
る
の
権
制
い
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
そ
の
論
拠
が
門

B
〕
の
東
北
人
士

コ
軽
薄
寝
敷
い
の
都
人
士
、

「
如
才

対
西
南
人
士
・
都
人
士
の
園
式
で
め
る
。

な
き
兎
角
阿
諜
広
流
れ
」
る

む
擦
つ
失
致
」
し
た
が
、

に
対
し
て
、
東
北
人
士
は
「
剛
鹿
清
諜

と
い
う
「
天
賦
の
特
有
性
」
故
に

な
る
気
概
め
る
技
識
を
一
示
す
べ
き
好
時
期
」
襲
来
と
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さ
ら
は
、
九
州
地
方
で
の
民
党
運
動
の

つ
政
況
に

を
及
ほ
ナ
」
と
い
う
認
識
が
加
わ

地
万
人
士
の

る
乙
と
で
、

第
必政
の
打
開
と
い
う
点
と
深
く
結
合
し
て
い
る
ζ

と
で
あ
る
。

の
道
未
た
立
た
す
農
工
高
未
た

に
対
す
る
ラ
イ
バ
ル
意
識
と
、

を
前
に
し
て
「
東
北
人
士
の

が
強
調
さ
れ
る
。

OJ 

は、

ζ

う
し
た
「
東
北
人
士
」

の

に
よ
る
「
第

で
み
た
民
権
旅
の
窃
の
論
点
と
同
様
に
、
藷
鴎
政
爵
の

専

ハ
D
〕
に
み
ら
れ

繁
日
自
民

る
よ
う
に
「
藩
関
お
弊
未
た
脱
せ
ず
し

「
我
爵
の

層
の

な
い
理
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、

の
駈
辱

し
しー

ず
る
「
東
北
人
士

る
空
気

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
ろ
う
。

政
治
思
想
の
地
域
性
、
東
北
地
万
性

が
「
日

な
形
で
噴
出
し
た
り
が
〔

E
〕

こ
こ
で
は
門
主
〕
で
も
述
べ
ら
れ
た
維
新
時
の



mu
臣
民
」

本
む
忠
臣
義
士
」
と
レ
て
お
震
任
放
棄
で
あ
っ
た
と
さ

れ
、
震
任
顕
治
伎
の
必
裂
が
論
ぜ
ら
れ
、

へ
む
「
報
酬
L

論
を
導
き
出
ヲ

す
。
乙
れ
が
第

な
、
論
理
で
あ
る
。

「
報
醗
L

の

そ
し

の
捜
糊
燃
は

般
的
な
致
拾
の
新
陳
代
謝
論
で
あ
り
、

一
雑
薪
」

二
維
新
」
れ
れ
東
北
人
士
と
い
う
、
設
機
交
代
論
、

で
あ
る
。

「
私
語
な
り
私
怨
な
り
持
能
の
論
な
り
同
臨
む
説
な
号
」
と
の
批
判
に
は
国
家

維
持
の
た
め
に
は
権
力
分
与
が

で
ゐ
り
、

6ま

を
好
み
」

諌
代
謝
ハ
社
会
の
常
信
L

で
み
る
と
一
反
寵
す
る
。

そ
し
て
、

の
論
理
で
ゐ

党
を
薮
し
く
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、

乙，つ

し
た
立
場
を

と
は
切
り
離
し
て
い
る
と
と

ろ
う
。ま

た
「
東
北
人
士
L

d
刷
は
門

G
〕
に
お
い
て
大
同
団
結
運
動
の
組
織
を
め
ぐ

つ
で
も
つ
ら
ぬ
か
れ
、

「
東
北
団
体
む
独
立

の
名
士
を

り
し一

蛸
悦
ん
で
之

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
が
第
五
の
論
理
で
あ

と

る。
そ
れ
は
「
小
党
分
立

の
拙
策
L

で
は
な
く
、

「
大
同
独
立
出
体
不

良
案
」
な
の
で
め
り
、
従
来
の

「
単
足
首
額
の

を
な
し

其
勢
力
を
助

け
で
あ
っ
た
ζ

と
へ
の
批
判
・

で
も
あ
っ
た
。
ま

さ
に
、

ず
る
よ
う
な
中
央
政
党
の
下
部
組
織
か

ら
税
却

ζ

と
が
川
町
ば
れ
て
い
る
。

ζ

の
よ
，
つ

は
国
式
化
す
る
と
、
現
実
社
会
の

mw
自
覚
!
中
圧

制
専
政
政
府
観
よ
明
治
維
新
態
と
い
う
一
般
的
コ

l
ス
と
、
東
北
人
士
の
震
か

れ
て
い
る

む
認
識
i
中
東
北
人
士
対
西
南
人
士
↓
明
治
維
新
観
↓
第

議
!
中
東
北
人
士
論
と
い
う
東
北
地
方
的
コ
ー
ス
と
に
二
別
さ
れ
る
で
ゐ
ろ
う
.

お
わ
ち
に

以
上

大
国
派
の
コ
東
北
人
士
」
論
・

ニ
維
新
」
論

ι
つ
い
て
特

レ
、
割
拠

す
る
地
方
の
共
同
体
的
組
織
の
封
鎖
性
を
維
持
す
る
『
精
神
h

信
統
お
す
い

「
土
着
主
辞

な
点
を
あ
と
ず
つ
け
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
味
は

「
地
万
分
権
的
農
村
中
心
主
義
」
寸
地
方
割
拠
主
義
」

と
か
い
う
評
錨
が
妥
当
な
も
の
で
は
な
い
こ
と

と
か
、

し
て
い
る
，

に
の
論
理
震
関
の
中
応
、
社
会
現
状
へ
の
批
判
的
翠
護
を
う
ち
た
て
る
に
あ

た
っ
て
、
明
治
維
新
(
第
一
維
新
〉
と
ま
憲
体
制
〈
第
一
一
維
新
〉
と
を
見
据
え
、

と
ち
わ
け

二
維
新
」
の
必
然
性
・
必
要
性
を
強
調
し
つ
つ
、
自
己
の
臆
史

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
未
来
へ
の
使
命
を
か
か
げ
る
と
い
う
被

-68-

し
て
の
苦
渋
K
構
ち
た
主
張
を
く
み
と
る
ζ

と
が
出
来
る
む

ま
た
そ
れ
は
、

め
る
に
と
で
厳
し
い

「
維
新
の
精
神
L

を
五
カ
条
誓
文
に

政
府
翻
・
維
新
観
の
立
場
で
務
閥
政
時
へ
の
対
決
務
勢
を
一
本
し
た
民
権
派
の
場

合
と
は

一
維
新
」
の
必
然
性
・
槙
拠
を
一
較
的
な
政
権

り
、
次
第
に

-
新
陳
代
謝
論
に
求
め
る
ζ

と
で
皮
議
題
政
府
の
姿
勢
を
軟
化
さ
せ
て

い
る
乙
と
か
ら
も
、
平
民
主
義
に
お
け
る
楽
観
的
な
維
新
観
・
社
会
観
へ
の
矯
疲

し

の

に
あ
っ
た
、
過
渡
的
な
「
第
二
維
新
」
論
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

明
治
鎮
の
地
方
政
治
思
想
に
立
ち
入
っ
た
と
き
、
ご
く

般
的
な
論
理
と
と

も
に
、

で
み
た
よ
う
な
・
き
わ
め
て
地
方
社
会
民

レ
た
論
理
も
並
行
レ



て
い

に
ぶ
つ
か
る
の
で
め
り
、

ζ

れ
は
、
い
わ
ば

の
地

と
も
品
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、

隅
比
お
い
て
、

fくミ

の

の

誌
し
つ
つ
、
ど
う

Ii' 

た
り
う
る
か
、

今
日
と

く
つ
き
あ
わ
せ
る
ζ

と
で
、
自
ら
の
地
域
と
し
て
の
東
北
を
内
発
的

に
と
ら
え
な
お
そ
う
と
し
た
営
為
の
め
っ
た
ζ

と
号
確
認
レ
た
い
。

2王(

1

)

田
中
彰
「
明
治
天
皇
制
確
立
期
の
維
新
観
l
平
民
主
義
の
維
新
観
と
そ

の
転
回
」

一
九
七
二
年

「
「
現
代
と
思
想
』
一

0
・
二
六
二
ペ
ー
ジ

〈

2
〉
す
で
に

ー
し
〕
¥

寸
ノ
J

/

に
、
田
中
氏
は
次
の
よ
う
に
指
議
し
て
い
る
。

の
近
代
的
統
一
へ
の
第

歩
と
い
う

c 

と
か
ら
ん
で
、

の

の
中
で
、

と
な
っ
て
き
た
、

の
側
か
ら
だ
え
ま
な
く
ζ

の

中
に
、

吋
人
民
の
自
由
恥
や
吋

を

見
出
レ

人.6
・々、
を・あ
とれる

き・い
つ縛試

tJ・間苛

も・か
の・ち
か・と
がつ
めた
つ 口司

Tご
と

と
も
争
え

な
し1

で
、
明

治
維
新
は
近
代
日
本
の
民
衆
と
と
も
に
み
っ
た
。
い
ま
そ
れ
を
吋
一
由
民
意
識

と
し
て
の
明
治
維
新
』
と
名
づ
け
る
な
ら
ば
、

で
あ
る
。
そ
の

と
れ
ま
で
み
て
き
た
近
代

天
皇
制
の
矛
盾
の
起
点
と
し
て
の
明
捨
維
薪
と
そ
れ
と
の
関
わ
り
合
い

を
、
科
学
的
に
か
つ
説
得
的
に
解
明
す
る
ζ

と
が
必
衰
の
課
題
と
し
て

わ
れ
わ
れ
は
迫
っ
て
く
る
敏

つ
ま
り
、
科
学
的
な
明
治
維
新
論
は
、

乙 tζ し

の
『
国
民
意
識
と
し
て
の
明
治
維
新
』
を
も
宮
み
ζ

む
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

(
梼
点
引
用
者
)

〈
『
体
系
・

E
本
麓
史

五

明
治
国
家
』
三
一
四

l
五
ペ
ー
ジ

一
九
六
七
年
・
日
本
評
論
社
)

ζ

の
視
点
は
、

『
日
本
の
麓
史
ニ
四
・
明
治
維
新
』

(
一
九
七
六
年

-
小
学
館
〉
は
も
引
き
つ
が
れ
て
い
る
。

〆伊¥

む
維
新
観
」

ハ
木
代
修
一

の
維
新
観

問
中

旬
所
校
、

九

日

台
中
ハ

(

4

)

 

明司

問
松
陰
』

自

0
ペ
ー
ジ

(
5〉

一
河
野
磐
州
伝
』
上
巻
二
六
一
Iz--

一
二
ペ
ー
ジ

「
奨
一
匡
社
設
立
ノ
撤
文
」

一
月
一
日
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(

6

)

 

〈
明
治
一
三
年
ニ
丹
ニ
八
日
・

『
松
本
新
聞
』
第
六

O
六
号
・
ム
ハ

O
七
号
社
説
パ
『
奨
匡
社
資
料
集
』

二
0
ペ
ー
ジ
〕
)

田
中
〈
2
)

論
文
注
よ
ち
引
用

〈

7
)

山
形
新
報
」
明
治
二
二
年
五
月
四
民
社
説
「
大
同
団
結
派
の
委
員
大

i乙

ι集
る
」

〈

8
〉

照明治一一一一

月
一
一
一
ニ
自
社
説

〈

9
〉

な
も
の
を
除
け
ば
、
従
来
の

に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る。

立〉

の
自

見
鵠
レ
て
は
、

由
民
権
運
動
:
弘
前
地
方
を
中
心
に

1
」

〆側、、

以

下
、
単
花
器
史
研
究
と
す
る
)

¥../ 

、

「
国
会
開
設
運
動
期
の

県
白
動
向
l
明
治
十
二
年
代
を
中
心
に

i
」

り
、
自
由
民
権
家
の
窃
究
と
し
て
は
揺
葉
克
夫
「
自
由
民
権
家
中
甫
穏

(
国
史
研
究
五
二
〉
が
あ



応
つ
い
て

一
六
〉
、

「
北
奥
羽
の
自
由
民
権
論
者

都
民
つ
い

J¥ 

が
め
る
。

同
町
下
の

に
つ
い
て
は
、

iζ 

至
る
『
民
党
』
の
形
成
し

〈
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
第

二
八
轄
歴
史
学
研
究
報
告
第
一

O
集
「
蜜
史
と
文
化
」

H
所
夜
、

九

ノ¥

が
具
体
的
事
例
と
し
て
寂
号
上
げ
て
い
る
が
、
筆
者
も
誌
を

改
め

ず
る
つ
も
り
で
あ
る
。

そ
の
地
、

げ
仏
関
し
て
は
、

う
四

が
あ
ち
、

の

実
E
報
し
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
謹
一
土
原
奥
日
報
と
明
治
時
弐
h

f町、

九
五
八
年
、
東
奥
日
報
社
)
が
詳
結
に
叙
述
し
て
お
り
、
大
変
使
科
で

あ
る
。
ま
た
最
近
、
同
社
か
ら
「
東
奥
日
報
」
の
前
身
で
あ
る
「
北
斗

も
含
め
て
一
端
纂
さ
れ
た
『
新
聞
記
事
に
見
る
背

れ
て
お
り
、

の

も
とR

第
に
明
ら
か
に
自
れ
つ
つ
品
る
。

(ω)
襲
在
、
青
森
県
立
図
書
館
記
創
刊
顛
よ
り
今
日
ま
で
の
分
が
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
と
し
て
保
管
さ
れ
て
お
り
(
欠
号
も
か
な
り
あ
る
〉
、
そ
れ

を
利
用
し
た
。

〈

日

〉

部
と
い
い
、
在
京
の
活
動
家
(
壮
士
〉

で
あ
っ

の
士
忠
は

た。

』ζ

此
時
に
当

地

iま

な
る
も
の
や
組
織
し
、
立
つ

運
動
会
?
計
画
せ
り
。
其
主
患
者
は
警
森
県
人
足
立
真
雄
斎
藤
新
一
郎

宮
域
県
人
庄
司
徳
二
郎
鹿
児
島
県
人
宮
城
甚
太
部
千
葉
県
人
小
林
千
太

郎
等
に
し
て
、

i
:
:
」
(
指
原
安
三
「
明
治
政
史
」

-
「
明
治
文
化
全
集
」

改
訂
版
第
九
巻
正

-
五
三
九
ペ
ー
ジ
〉
と
あ
り
、
明
治
二
一
一

し
た

の
自
体
で
あ
っ
た

ノ

の

に
も
名
前
が
見
え
る
。

こ
'
つ
い

か
ら
み
て
、
坂
出
一
退
助
監
務
吋

島相

文
庫
版
下
)

「
八
月
十
七
日
東
北
の
有
志
二
百
二
十
名
の

に
お
い
て
、

総
代
と
称
し
、
青
森
の
壮
士
斎
藤
進
一
鰐
等
数
名
、
井
上
外
務
大
臣
を

〈
一
一
七
六
ペ
ー
ジ
)
、

-
i
i
各
地
よ
り
せ
る
壮
士
輩
関

し
て
、

る
者
そ
組
織
し
、
十
月
十
六
日
、
上

2ζ 

郎
以
下

せ
ら
る
。
」

(一一九

0
ペ
ー
ジ
)

と
あ
る
斎
藤
進

郎
、
斎
藤
一
部
は
、

と
も
に
薪
一
部
の
こ
と
で
は
品
る
ま
い
か
。
ま
た
、
明
治
二
二
年
に
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『
壮
士
論
』
と
い
う
本
が
斎
藤
新
一
患
の
著
名
で
出
て
い
る
が
、
需
一

人
物
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
は
内

D
U
の

一
も
新
一
郎
で
あ
る
可
能

性
が
強
い
。

(
同
)
会
湾
独
立
党
に
関
レ
て
「
山
形
新
報
」
が
次
の
よ
う
に

し
て
い
る
。

「
東
北
が
不
利
益
の
地
に
立
つ
事
は
荷
人
も
歎
息
す
る
処
ろ
な
る
が
、

福
島
県
下
会
揮
に
て
去
る
廿
六

B
強
立
党
の
懇
親
会
を
開
き
た
る
第
、

山
州
市
話
氏
〈
高
等
師
範
学
校
長
睦
軍
少
将
〉
が
席
上
に
て
述
べ
ら
れ
た

に
、
一
…
十

の
一
帯
独
り
関
西
人
の
知
る

誌
に
し

は

の
知
ら

5
る
処
な
り
、

士
な
号
、
改
進
党
の
首
領
は
議
ぞ
程
前
の
大
関
な
り
、
自
治
党
は
長
州



の
井
上
な
り
、
大
同
団
結
は
土
州
の
後
藤
な
り
、
郵
船
会
社
も
関
西
人
の

記
録
』
上
下

(
一
九
七
三
年
・
日
本
放
送
出
版
協
会
)
、
真
壁
仁
・
野

掌
裡
に
め
り
、
三
菱
会
社
も
同
じ
く
関
西
人
の
所
有
な
り
、
誠
に
吾
吾

添
憲
治
編
『
民
衆
史
と
し
て
の
東
北
』

(
一
九
七
六
年
・

N
H
K
ブ
ッ

東
北
人
は
世
に
め
れ
ど
も
な
き
が
如
レ
、
此
分
に
て
過
ぎ
行
き
な
ば
遣

ク
ス
)
が
め
る
。
ま
た
鹿
野
政
直
氏
は
『
近
代
精
神
の
道
程

1
ナ
シ
ョ

憾
の
極
な
り
、
是
非
会
津
魂
を
振
興
レ
て
関
西
人
の
奴
隷
た
ら
ず
、
関

ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て

1
』

〈
一
九
七
七
年
花
神
社
)

の
中
で
、
津
軽

西
人
の
支
配
を
う
け
ず
、
即
ち
独
立
党
を
立
て
ん
乙
と
余
が
諸
君
に
熱

藩
出
身
の
陸
渇
南
と
加
賀
藩
出
身
の
三
宅
雪
嶺
を
例
に
と
っ
て
、
グ
の

望
す
る
所
な
り
、
慶
三
戊
辰
以
来
、
関
西
人
に
屈
服
レ
た
る
駈
辱
を
雪

り
お
く
れ
た
H

側
、
。
き
り
す
て
ら
れ
て
ゆ
く
d

側
に
い
る
も
の
と
し

が
ん
乙
と
余
が
諸
君
に
熱
望
す
る
所
な
り
云
々
と
あ
り
レ
趣
き
同
地
よ

て
の
共
通
の
思
想
を
、

7
裏
日
本
H
H

の
思
想
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

り
の
通
信
に
見
ゆ
。
」

(
明
治
二
二
年
四
月
三
日
「
東
北
人
は
天
下
の

(
立
命
館
大
学
大
学
院
)

政
治
に
与
ら
ず
、
会
津
独
立
党
組
織
協
議
」
、

「
新
聞
集
成
明
治
編
年

史
」
第
七
巻
所
収
)

(

日

)

「
報
復
主
義
」

ω最
た
る
も
の
と
レ
て
、
西
南
戦
争
で
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「
復
讐
主
義
」

の
東
北
出
身
の
巡
査
隊
の
行
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「
仙
台
新
聞
」
に
よ

る
と
「
十
四
日
田
原
坂
の
役
、
我
軍
進
み
賊
の
壁
に
迫
り
殆
と
之
を
抜

か
ん
と
す
る
に
当
り
、
残
兵
十
三
人
闘
守
退
か
す
。
其
時
、
故
会
津
藩

某
身
を
挺
て
奮
斗
レ
、
直
に
賊
十
三
人
を
斬
る
。
其
闘
ふ
と
き
大
声
呼

ぴ
て
日
く
戊
辰
の
復
儲
戊
辰
の
復
讐
と
」

(
平
重
道
監
修
『
近
代
東
北

庶
民
の
記
録
』
上
巻
一
一
七
ペ
ー
ジ
の
記
事
引
用
)

(

は

)

〈4
)
の
河
野
広
中
の
叙
述
に
対
す
る
羽
鳥
卓
也
氏
の
評
価
、
(
羽
鳥
「
民

権
運
動
家
の
『
精
神
』
」

「
商
学
論
集
」
三
・
一
九
五
一
年
、

「
論
集

日
本
歴
史
十
『
自
由
民
権
』
」
所
収
、

一
九
七
三
年
・
有
精
堂
)

(

日

)

(

7

)

 

(
前
掲
論
文
)

(
8
)
 
な
ど
に
対
す
る
鳥
海
靖
氏
の
評
価
、

(

日

)

乙
う
し
た
「
思
想
の
地
域
性
」
が
本
稿
の
問
題
意
識
な
の
で
あ
る
が
、

最
近
の
乙
う
し
た
視
点
の
も
の
と
し
て
は
、
前
掲
『
近
代
東
北
庶
民
の


